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菓 1 章　緒　　言

　胎盤 は 母兒兩 者の 問 に 在 っ て 物 質交換 に 重要 な 役割を

果 して い る が ， 絨毛間腔 を流 れ る母体i血行 と， 絨毛毛細

血管内を流れ る胎兒．血行とは 夫 k 独立 した 閉鎖循環系 を

な し ， 決 して 直接 の 交流 は な い とい うの が 從来信 じ られ

て 来 た産科学 の 定説で あ る．

　 Landstei皿 er （1900）に よるABO 式血液型発見後閥

も な く，Dienst （1905）
1，が 母兒間不適合妊娠 巨寺に起 る赤

並L球の交流が妊娠巾毒症 の 原因で あ る と唱 えて 以来 ， 妊

娠中毒症 と血 液型 と の 関係 に 関 して は Ottenberg2｝，　Mc

Quarr圭e3），Hurst4），D 玉ck 血 s5
｝

，
　Pearson6〕，　 pike7），pear −

sea
〕，Penrose9＞

，
　Kalmuslo ｝

等に依る幾多 の 研 究が あ り，

養否兩論 が 行われ て い る H

　1940年 に 至 っ て Landsteiner 及び Wiener 等に依 り

Rh 因子 が 鞳見 9 れ ，
　 Levine（1941）

11 ）が そ れ迄原因不明

と考えられ て い た胎兒赤芽球症は Rh 因子に よ っ て 惹起

さ れ る事を明ら か に し て以来，こ の 方面 の 免疫血 清学的

研究は愈〔！々活発と な り，1944年 HalbrechtiZ，

　 IIS　A 　B　O

因子 に よる 早発生新生兒黄疸 を発表 した が ， そ の 後 Rh

式或 は ABO 式血液型 不適合妊娠に よ る新生兒溶血 性疾

患 の 報告 は 枚擧 に遑 な い ，然 る に該疾患 が 成立す る 爲

に は母体血 と不適合な胎兜凝集原が 胎盤 を経 て 母体 に 移

行 し自己免疫が行わ れ て ， 母俸側 に 産生 され た抗体が 再

び 胎盤 を通 過 し て 胎児側に 逆行 し，そ の 体内で抗原抗体

反慝を起 して 胎兒血球 の 凝集 な い し は溶血 現象 が起る と

と い う理論 が 考えられ るの であ る．所 で Rh 抗原は
一

般

に 赤血 球基質 の み に存し，液性抗原 と して は存在 し ない

と い わ れ，組織や 体液 中 の Rh 抗原 も 否定 され て い る

（Wiener ，工956）13 ｝．從 っ て 木疾患 の 成立機序を解明す る

爲に ， 赤血球 が そ の ま X の 形で胎盤 を 通過す る か否 か は

早急 に 解決すべ き 問題とな っ た ，

　 赤 血 球の胎盤通過性 に 関す る 研究と して は 色素鷺 に よ

ろ 方 法，組織学的研究 ， 血 清学的研究，特殊な 形態 を 有

す る赤血 球 を利用 す る方 法 ，胎児 性 ヘ モ グ ロ ビ ン 槍索 に

よる 方法 ， 放射性同位 元素標識赤血 球を用い る 方法等各

方面 よ り幾多の 研究 が な され て い る が，既 に総説
14 ）

した

如 く頻度 ， 時期 ， 量 ， 方向等に 関 して は未解決の 状態で

あ る．著者 は 放射性 同位元素 Fe59 及 び Cr51 標識赤血

球 を用 い ， 或 は Ashby の 分別凝集法及 び そ れ と胎兒性

ヘ モ グ ロ ビ ン 檢索 との 併用法に よ り，本問題 を檢討 し 2，

3 の知見を得た の で報告す る．

　第 2 章　Fe59樔識赤血球の 家兎胎盤逋過実験

　Fe59 は半減期 4丁日で 1．29，　 IJ ，  ．19Mev の γ線 と

0．2T， 0．46， 1．56Mevの β線 とを放出す る．著者 は米國

Oak 　Ridge　National 　Laboratory よ り輸入 した Fe5℃ 13

を使用 し，Scintillation　counter （America　Nuclear製

Model 　DS−1）で γ線 エ ネル ギーを測定 して 次 の 様な実

驗 を 行 っ た ．

　第 1節　基礎実驗

　第 1項 　Fe59標識 赤血球の 作成

　体重 1．O〜 1。5  の 幼弱家兎 よ り隔 目に 5〜10cc宛計

20〜30cc濤血 して 貧血 状 態 と し た 後 ， 坦 1 の 塩酸溶液な

る Fe5℃ 13を苛性 ソーダ に て 適度 に 酸度 を低下 さ せ ， 約

20〜3  μc （約 300，00  c．p ．m ．）counts 　 per　 min ．を 極

め て 徐々 に 耳 靜脈 よ り注射 し た ．以後定時的 に採血 し血

漿よ りの消失率 ， 赤血 球へ の 利用率を觀察す る と 5例の

平均値は第 1圖 の 如 くな る．即 ち靜注 24時間後に は 注 入

量 の 約10％が 赤血 球 に利 用 さ れ，48時聞後に約 30％，3

目後約 70％ ， 4H 後約90％ が 赤血 球 に入 り，以後は略 く

Plateau に 達す るが ，貧血 の 程度從 っ て 鉄欠乏の 度合 に

笳 1 図 　赤 血 球 の FeS9 利 用 曲 線
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よ り可成 りの 個体差が ある．他方血 漿か らの 消失も速 か

で 60分 で 30〜40％ とな り， 4 蒋間で工0〜20％，魍 時間後

に は 1 〜2 ％ で 48時 閲 後 に は 殆ん ど認 め られ な い H 斯 く

して τ〜10日後 に 頸動脈 を切断し，ACD 液 に て凝固を

阻 1ヒしっ
丶 全採血すれば，得ら れ る Fe59標識 赤血球の 放

射能は 4，000・−8，0GOc．P．m ．で あ る ．

　第 2 項　Fe59 離脱の 有無 に関す る実驍

　前記の 方法で得 た Fe59標識赤血球 3．Occと 等量 の 1血

漿 とを 混合 し， 37℃ ，1 時間 incubate 後遠沈 し て 一L清

の 放射能 を検 した が ， 第 1 表 の 如 く殆んど離脱 は 認 め ら

れ な い ．僅 か の 放射能 は遠沈時 の 溶 1面Lに よ る もの と思わ

れ る ．尚，自然放射能 又 は 基 底 係數 （Natura 工Backgre −

und ）に対す る補正は 次式 に依 っ た．

… に ・・ t− … 4 平響
（n ：測定時間，Nt ： 計測値，　 Nb ：基 底係數，　 Nnet ：

本当の 測定値，Nnetが 負に な る も の を 0 と し た）

第 1 表 Fe59の 赤 血 球 よ り血 漿 へ の 離 脱
■
・＿迅P・Il2 　 　 345

標 識赤血塚量 コ、o
　（c・P・m 冫 1123ひω

3．0 ！3，σ
〔164σ伽 脚 の

3．oI
制 oo，

3．ol25
砌 丿

血 果2じ〔r匚　P．m 　∫　5土」　6
．
　　σ　　　　　7；県．〜 o4 ± ユδ

　 第 8項 Hb −Fe59の 再利用率

　標識赤血球輸．血後 に 該赤エ血球の
一

部崩壊 （血 球 の 寿命

終結或は 操作過程 に 起 る 溶血 ） が 避 け られ な い 以 上 ，か

くして 離脱 した Hb −Fe69 が どの 程度 に 新1血球生成 に 再

利用され る か を檢討す る必要が あ る． 標識赤血球に 4

倍 量 の 蒸溜水を加 え て 完全溶血 せ し め遠沈後食 塩水 を加

え て 等張 と し，一
定量 （約8，000〜 19， 00c ．p．m ．） の

Hb −Fe59を家兎 に 靜注 し ， 以後定期的 に採血 して 血球 と

頚鼠漿 と を 分離 し，夫 ft の 放射能 を 檢す る と第 2表及 び 第

2圖 の 如 くな る。即 ち Hb −Fe59 の 血 漿 よ りの 消 失 は 急

速 で 瓮時間後 に は 半減 し（40〜5 ％ ），4 時閥後に は 20〜

25％，8時間後 4 〜5 ％ とな り，蟄 時間後 に は全 く認め ら

第 2 表　家 兎体内に 於 け る Hb −Fesg の

　赤 血 球 へ の 再 利 用

卜b葬
路
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［
II郎
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2．7 「τσσo
皿 珮 oDl 　 o 計 q・勉

れない ．他方赤血球では B時間後 に 僅か の 放射能 を認

め ，24時間で は 就に 注入量の 1 ．2〜24．5％ （家兎体重 の

1
！1轟 全王血量 と して 概算 ） が 赤血 球 に再 利用 さ れ る．こ 礼

は福 島
18）

等 の 成績 よ り高率である が ， 個体差 に よる可威

りの 幅が あ り， 又妊娠 。飼育條件に も左右 さ れ る も の

と考 え られ る，Hawkins 及 び Hahn （1949）19 〕
は動物 に

Pyrodine を 投興 して 赤 血 球 を破腰 した 実驗で，　 Hb 濃

度と血 液 との 放射能の 増減 が 平行する事か ら， 溶血 に よ

り赤⊥眈球 を離脱 した Fe59 は直ち に 新生 血 球中に 出現

し， か くして85％は再利用 さ れ る とい う．

　第 4項 Hb’Feseの 胎仔へ の移行

　溶血 に よ り離脱 した Hb −Fe59 が どの 様 に 胎仔に 移行

す る か を 調ぺ る 爲に 妊娠末期家兎 に 総量 11，00G〜23，000

c．p．m ．の Hb −Fe59 を靜注 し，24時間後又 は 48時間後に

開腹 レ母体血球，胎仔血球及び肝 の 放射能 を 檢 す る と

第 3表の 如 くな る ．即 ち胎仔 血 球放射能 は母 体 血 球 の そ

れ と略 ぐ同 じか 或は 1．8倍 の ヵ ウ ン ト數を示 し，肝で は

兒血球 の 2．5〜 3。5倍計測値を示 レ た ．叉，肝 の 鉄 を

B 磁 ckmann の 加温 ピ ロ 燐酸一 3塩素醋酸法
20 ）at ）

に よ り

non −Hemin 鉄 と Hem 洫 鉄 の 分劃に 分 け て そ の 放射能 を

檢 づ
『
る と n．H ．1H．は 2．6〜 4。5とな る ．〕叉 1例で は あ る

が 胎盤 を 母体側 と胎仔圓 とに 分 け，夫 々 の ヘ ミ ン 鉄，非

ヘ ミ ン 鉄 を カ ウン トした 所，母体側では n ．H ．tH．≒ O．て，

胎仔側で は n．H ．1H．≒ 2．工であ っ た．尚，胎仔体重 を 約

269 と し，そ の 1血球量 ，肝重量 か ら 1胎仔へ の 移行率を

概 算 す る と，24時 間後に は 注 入 量の 2．2〜 2．8％．48時

間後 に は 4．O〜 4。6％とな る．

　Heilmeyer23｝ は胎兒 へ の 鉄輸送 は 胎盤 に 於 い て フ ＃：

リチ ン な る 中聞段階を経て進行 し，肝 に 達 して ヘ モ ジ デ ・

リン の 形で貯蔵 され る と して い る．

　以上 の 成績 か ら Hb −Fe59は恐 ら く胎盤 に 於 い て 非 ヘ ミ

ン 鉄 （フ ＝リチ ン ） に再編ざ れ，比較的早く胎仔肝に達

し ，
こ 丶 で血球生成 に再利用 さ れ る も の と思わ れ る．

　第 5項　小　括

　第 2 図 　血 漿中 Hb ・Fe59

　　 の 赤 ．而球 へ の 利 用 率

％

los806ue4020

赤 血球放射 能

翌
12 　 4 〜 δ

〜24
一 時 面

第 3 表 　Hb −Fe5y 静 脈 注 射 後 の

母 血 球 ， 駘仔 血 球 ， 肝 の 放 射能
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　Fe59 は貧血 幼弱家兎靜注法 に よ り Hb −Fe59 と して 急

速 に血 球内 に 入 り，そ の 結合 は安定で あ る．然 し溶 血 に

よ り赤 血 球 を 離脱 した Hb ・Fe59 は 24持 間 以 内 に 全溶 血

量 の 10．2〜24．5％ が 他血 球生 成 に 再利用 さ れ ， 胎仔 へ の

移行 も 2．2〜 2．8％に認められ る．從 っ て Fe59標識赤

i血球 は著者 の 研究 目的 に 必ず し も理 想的 で は な い が ， 上

記 の 再利用率，移行率 を見込ん で更に有意の 放射能が 見

1血球 に 見出ざれ 丶 ば赤血球 の 胎盤通過を証明 し得 る と考

え られた ．’

　 第 2節　正 常妊娠家兎 に 於 け る 実 驗

　．第 1項　実驗材料 並 び に 方法

　体重 2．0〜 3．51t9の 家兎 に 妊娠 せ し め，25〜30口 目

に，交叉 試驗 に よ り1血液 型 の 適合 した Fe 巳9
標識 赤血 球 10

〜12ccに 生 理的食塩水 を加 え て約20CO と し，耳靜脈 か ら

徐 ・kl・こ 輸血 した．注入 後約12〜24ffif間 に開腹 レて 母 伽 面L

．に よ る 汚染 を避 け て胎仔 を と り出 し，断頭 に よ り流出す

る胎仔血 を採取 し赤血 球 と血 漿 と に 分離 し， 更 に 胎仔

肝 ， 羊水も測定 し （胎仔赤血球 は 3〜4 匹分 を 含せ て 1

c ¢ と した ），他方輸血 直僕及び開腹 1侍の 母体血 球放射能 も

測 定 した ．

　第 2項　実驗成績

　 第 4 表 の 如 く胎仔娩出迄 の 母体．血 球放射能の 減少は 3

−−12％で ， 胎仔 血 では 10例中 6例に，肝では 8 例 に 放射

能を認めた が，後者 は 2 〜 3倍 の カ ゥ ン ト數 を 示 した ，

羊水で は 放射能は 認め られ な い （尚，基底係數の 2 倍以

一一Lの カ ウ ン ト數を 示 す場合を有意 と し た ）．

　 第 3節　実驗的高 ifil．圧妊娠家兎 に 於ける実驗

　第 1項　実験材料並 び に方 法

第 4 表 　正 常 妊娠 家 兎 に 於 け る 成 績

Mσ
母薊 鵬言能rF．畩 仔 胎仔血、肝，羊繊 射能 c
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　腎性高 血圧動物の 諸臓器の 紺織所見 は妊娠中毒症 に 類

似す る とい わ れ る．著者は Go ］dblatt 変法
2
嚇 こ よ り， 妊

娠 第 1 週 に右 腎動 脈，更 に 1 週後 に左 腎動脈 を 狭窄 し．

第 埀週末 に 120    以上 の 高 血 圧 を発 生 せ しめ た 5例 に

っ き実験 した．

　第 2 項　実験成績

　腎は 両側共腫大す る と共 に 表面 溷濁 し周囲は 脂肪組織

と癒着 して い る．そ の 割面では 皮質 は よ り強 く溷濁し髄

質 に 比 し白色調 が 強 く，糸球体，尿細管 は 共に二著 EEな 変

性像 を示 し て い た ．胎盤 は 肉眼的 に も顕微鏡的 に も 著変

を認め得ず，斉藤
25 ）

が同時 に 測定 した呼吸量 に も変化 が

な か つ た．母体血 圧 は 第 5表 の 如 く術前80〜9G    よ り

術 後 120〜 160舳1  に上 昇 した．母体 血 球 放 射能 は 1．5
〜ユ2％ の 減少を示し， 胎仔血球では 5例 中 3例， 肝では

4例に放射能を認 め た が，正 常例に 比 し著差 は な い ．

第 5 表 　実験 的 高 血 圧 妊娠 家 兎 に 於 け る 成 績

隴 曜 野蘭 胴 能匚．Rm
卜嶋撫灘羅1時囘1赤　 血栞 蘇 1．鰄 細
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4 嬲 62 士3．510上3．5

　第 4節　甲状腺全捌 ・コ レ ス テ リン 給餌併用妊娠家兎

に 於ける 実験

　赤 血 球の 胎盤通過 と胎盤 の 病変 との 関係が論ぜ られ ，

殊 に 妊娠 中毒症時 に 生 ず る胎盤内血 腫は胎児血 を 含む と

い わ れ る．船橋
Z6 ：

は 家兎 に コ レ ス テ リ ン 食餌，甲状腺全

剔を施 して 過 コ レ ス テ リ ン 血症に 陥 ら しめ胎盤絨毛 の欝

血 ， 出血L， 変性 ， 血 管肥厚等 をみ てい る．従 っ て

1
か 1 る

際の 赤．囗 1球邇過の 有無 を検 し た．

　第 1 項　実験材料並 び に方法

　体重 22 〜 3．5  の家兎 に 妊娠 7 目前後 か ら， 5％ コ

レ ス テ リ ン 加 オ レ ーフ 油 を毎 目 2 ¢ c宛給餌 レ ， 妊娠 10 日

に 甲状腺全剔を 施 し，以 後 は第 2節第 1 項 と同様に 行 っ

た ．

　第 2 項　実驗成績

　胎 盤 は 暗 赤 色 に腫 脹 し第 3 圖 の 如 く絨毛膜板血 管内膜

の 結合織肥厚 ・絨毛変性 ・
絨毛間腔 鬱血 等 が み られ た

が，船 橋 の い う程顯著で は な い ，尚，実驗 中 しば しば

流産或は 子宮内胎仔死 亡 を 来 た し，叉 2 例では 母家兎 が

Tetanie で死亡 し た ．
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第 3 図 　 甲状 腺 全 剔 コ レ ス テ リ ン 給 餌家 兎胎 盤

第 4 図 　正 常家 兎』台盤

　胎仔血 球で は 第 6 表 の 如 く6例 中 4 例 に放射能 を認 め

た が，肝 は よ り 高い カ ゥ ン トを 示 し ， 対照正 常家兎 に 比

して 差異を認 ゐ な い ，叉胎盤障害 の 商度 な もの で は，通

過性 は寧 ろ減少 して い る。

　　第 3 章　Cr51樔識赤血球の 胎盤遍過実験

　Cr51 は 半減期26。5口，　 K 一才甫獲 に よっ て Vanadium

に変 1ヒす る が，そ の 時4．92Kev の X 線 と，0。237　Mev の

第 6 表 　 甲状 腺全剔 ，
コ レ ス テ リ ソ

　給 餌 家 兎 に 於 墜ナ る成績

仔 臘 洫 肝 放身機睇

 1妊娠 礁 血楯斑 p呪。
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γ 線 を放出す る．Na 、Cr510 ｛ （Chromate）の 6 價の 形で

は 試驃管内で容易に 赤 1自L球 を標識出来 ， 而 も そ の 結合は

安定で着し溶 孟［に よ り血 1夜を離脱して も他血 球 へ の 再利

用 が な い とい わ れ る ．著者 は 英國 Amersham の Radio ・

chernical 　Ce 且ter よ り輸入 した等張食塩水溶液 の Na 、Cr51

04 を使用 し， 放射線 の 計測 は Scintlllation　 counter 〔こ

依 っ た ．

　第 1飴　基礎実驗

　第 1 項 　Crsz標識赤血 球 の 作 製

　1） 実 驗 方 法 ：AOD 液 で 凝 固 を 阻 ∫「↓ た 血 液 5cc を

遠沈 し血 球 を 分 離 ・生食で洗 っ た後 ， Na ，
Cr5104 約10μc

を加え時k 振盪して 2時間 ， 20℃ 及 び37℃ の 孵卵器内保

存後 に遠 沈 して 上 清を 除 き，血 球 は 更 に 3 囘生 食で洗滌

し，各囘の 上 清 を夫 々 放射能測定 に 供 した ．

　2）　実驗成績 ：第 7表 の 如 く 20℃ ， 2 時間 incubate

後 は 86％，37℃ 2 時間 incuba しe 後 は約94％ が 赤血 球 に

附着し，時間 と附着率 との 関係は 箒 5 圖の 如 く， 37℃ ，

30分後（・こ 糸勺50％，60分後60〜80％，　12G分餐…80〜｛｝5％ 爵ミ赤

並L球 に 入 り，Gray27），Necheles28〕等の 成績 と
一

致す る ．

　 第 2 項　crf1 の 赤血 球 か らの 離 脱 率

　1）　実驗方法 ：Cr51標誠赤血球 5coを生食で 6 囘洗一
；．

第 7 表　Cr51 の 赤 血 球負

　荷 に 及 ぼ す 温 度 の 影 響

孵頃偲
・
1

ヨ

保 存條 件
実験．ゴ吏用
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踊 緩ど青
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の 量 奢

　 血 珠
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第 5 図 Cr5 ’

の 　 第 8 天 Cr5⊥
の 赤 ゴ軋球 か ら

　赤 血球 附 着 率 　　 　血 漿 へ の 離 脱 率 c・P・m ・1cc
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た 後 ， 同
一入 の 血 漿等量 に再浮游 ざせ 37℃ に incubate し

て 定時的に一
部を 取 り出し血 球 と血漿とを遠沈分離 して

夫ft の 放射能 を計測 した．

　2）　実驗成績 ：第 8 表 の 如 く 5時間以 内で は血 漿へ の

離脱 は 殆 ん どな く（0．1 ％ 以 下 ）12時 間 ，2郵寺問後 に は夫

々 0．5 ％，1．2％ とな っ た．Nechles 等は elution 率 を 毎

日 1 ％ 以内 と報告 して い る が ， 24侍間後 に は 多少 の溶 血

を 避 け難 い 爲 に 正 確 な 離脱率の 檢定は 困難であ っ た ．

　第 3項　Hb −Cr51 の 再利用率

　A ）試驗管内実驗 ：Cr51標識赤血 球 に 4倍量 の蒸溜水

を 加 え て 完 全 溶 血 せ し め，食塩水 を加 え て 等張 と し Hb・

Cr51溶液を作 る．之 に 等量の 赤血 球 を混じ37℃ ， 2 時問

incubate 後赤血球 を分離 ， 3囘 生食に て 洗 い 放射能を

檢 した ．第 9表の 如 く再利用率は O．5 ％ 以
一
ドで あ る・そ

の 埋 由 と して Gray27｝
等は Cr51 は Na2Cr5io4 の 陰 イ

オ ン 6 價 の 形で は容易 に赤血 球膜 を 通 る が ， 赤血球内で

還 元 ざ れ て 3 價 とな リグ ロ ビ ン と結合 して 不溶不透析性

とな る爲であ る と説明し．Hb に 90％，基 質 へ 10％ 結合

す る と報告 し て い る．

　 B ）生 体内実驗 ：A ）と同様に して作製した Hb ・Cr’i

溶液 （約 70．000c．p、m ．）を 家兎 に 靜注 し，定時的 に 採

血 して 血 球及び血 漿 の 放射能 を 檢 した が ， 第 6 固の 如 く

血 漿 よ りの 消失は 急速 で 1時間後65％ ， 2 時閲後40％ ，

3 時間後 15％ とな り 8時問以 後 に は 認 め ら れ な い ．こ の

消失率は Hb −Fe59の そ れ に類似す る が他方赤血球では24

時間後 も放射能 を示 さ な い 点で大い に 異 る．

　 第 2 節　動物実驗 （家兎胎盤通過実驗）

　 第 1 項　正 常妊娠家兎 に 於 け る実驗

　 1）実験材料並 び に 方法 ： 体重 2．1〜 3．5kg， 妊娠26〜

29日の 家兎 に 上 記 （第 1節第 1 項 ） の 如 く して 作製 し た

交叉試驗に よ り血 球型 の 適合 した Cril標識赤血球 （5
ev！oO，ooo　c．p．m ．1cc）2 〜3cc を生食に て 2 倍に稀釋し

て輸血 し ， 以 後の 操作は Fe59 の 場合 と 同様 に した 。

　 2）実驗成績 ：第10表 の 如 く輸血後胎仔娩出迄の 約 6 〜
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第 9表　Hb −Crsi の 赤血球　第 6 図　生 体 内 Hb ・CrM の
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第10表 　正 常 妊 娠家兎 に 於 け る Cr「’1
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24時間では母体血 球放射能の 減少は 2 〜IO％ ’eあ り・ 胎

仔 赤 血 球 で は No ．5 に 於 い て 6 ± 3．7c．p．m ．の カ ウ ン ト

數 を 示 した が基底係數 が厦 々 20〜30／ 5 分の 動 き を示 す

こ と か ら，か S る低値 を 陽性成績 と判定す る の は危險で

あ る．同様 に 肝，羊水で も有意 の 放射能は認め な か っ た ，

　第 2 項 甲吠 腺 全剔 ・コ レ ス テ リン 給餌妊娠家兎

　1）実驗材料並びに 方法 ：家兎 の 前処置 は Fe59の 場合 と

同様に し， 後は第 1項 1）に 同 じ．

　2）実瞼成績 ；第 11表 の 如 くNo．7 で判定 （：ヒ） の カ ゥ

ン ト數を示 した が ， 肝 ， 羊水 の 放射能 は 認 め ず，正 常例

と同様 の 成績であ っ た ．

第11表　甲剔 コ レ ス テ リ γ 食 妊娠家 兎に 於け る 実 験
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　第 3項　小 　括

　正 常妊娠家兎 10例，甲剔 ・コ レ ス テ リン 給餌妊娠家兎

8例に Cr51標識赤血球を輸血 して胎仔へ の 移行 を 檢 し

た が ， 全例 陰性成績を 示 した．又肝 の 放射能も認 め な か

っ た．こ れ は Feの 場合と大い に 異 る 点で ，
　 Fe と Cr と

の 生 体内 に 於け る意義 ， 從 っ て 代謝過程 が 全 く違 う爲 と

考 え られ、る．

　第 3節 臨 床実驗 （人胎盤通過実驗）

　1）研 究材料 並 び に 方 法 ： 当科 に 入 院分娩 した 20阿に 実
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第 12表 　Cr51 標識赤 血球 の 人 胎 盤 運 過 性
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施 した ．ACD 液 を 以 て 凝 周 を 阻止 した患者血液 」疋は O

型 血 液20cc に Na ，Cr5104200 〜300　FC （入体許容景 は

390uc）を加 えて Crsi標識 赤f血球を作 り （操作は 総べ

て無 菌的 に した） ，兒 娩出前約30〜24時 問 （1例 は 142

時間） の 産婦 に 輸血 し ， 晃娩出時 に 擠帯．血及び 母 体血 を

採 阪 して放射能嚇
ヘ

レた ．

　2）実驗成績 ：鋤 2表の 如 く母体血 球放射熊 は 400 〜

600c，p．エn ．！2ccで，血 漿 へ の 離 脱 は認 め な か っ た ．儕帯血

』
ご No 。7に 猛 ± 4．lc．P．me 　と明らか な放射能を櫨出し得

た 他，No ，6 ， 12，18で は 判定 （± ）で あ っ た ．母兒 血

球 カ ウ ン L 顛 ・ヘ マ トク リ ッ ト値 ・兒体重 か らNo ．7 に

於 け る 赤血 球通過量 を概算す る と 1。2cc（会血 で 3．Ocの

と な る．

　　　　第 4 章　直接分別凝集反応 による

　　　　　臍帶血申 の母体血球検索

　第 工節　緒　言

　原
：o）

sI ｛irszfeld31 ｝，河石
32），Deilmanna3 ｝．水 34，，安 田 ，

自川
割

等 は 臍帯血 中 に存 す る同種 血 球凝 集素（以
一
ド LA ．

と略） は総ぺ て そ の 母体血 清中 に 認め られ る種類 の も の

の み で 夛 り ， 即 ち胎兒 に は 未 だLA ，（α
， β）の 産生 能力 な

く母捧 よ り経胎盤性 二 移行 した もの の み で あ る とい う．

他方 Rech36）
， 中島

37 ），土 岐
3s）

， 野田
39
  山下

” °）
等 は 少

數例で は胎生 末期に兒固有の 1．A ，産生 が 開始さ れ る場

合が あ る と報 告 し て い る ．著者 は 171例の 儕帯血 を檢討

し ， 同峙に 84例 に 於 い て は Ashby の 直接分別凝集反恁

を 用 い て 母 体血 球含有 の 有無 亀檢索 し た ．

　第 2節 　臍帯 血清中の LA ．（α
， β） の 瞼討

　鎗願 実驗材料

　当教 室 の 妊娠 9 カ 月 以．［・．の 分 娩 171例 に 於 い て ，臍帯

t｝1
　siE穿刺 に依 り或 は 切断後自然 に 流出す る 臍帯血 を 用

い ， こ の 際母体 血 の 混 入 を 避 け る様 注 意 した．

　 第 2項　実瞼 ・法

　   血 液型 の 判定 は 母で は 室 温 。
ホ
ー

ル グ 7 ス 法，児で

は 2％ 血 球 生 食浮 1、r液 ・試驗管法に よ 一
っ た ．  1．A ．檢 査

法 ：血 清は す べ て 24時間 以 内 に 56℃ ， 30分加熱 して 非働

化 し，測定 に 供した。2價抗体測定法 と して は試驗管内

2 ％生 理 食塩水 浮游血 球 凝集反 奮 法 を使 用 し， 1 價抗 体

測 定法 と して ぽ 〔L1 ％ パ パ イ ン 緩衝食塩水溶液で 処 理 し

た 赤血 球 を用 い た ，

　 第 3 項　実 影成綾

　 母兒血液型 の 各組合わ せ に於い て ，兒の 1．A ．（α ，β）

は
一

般に 低値で 2 價 α
， βは 0〜16倍の 間 に 分 布 し 1 〜

4 倍 が 人多数を占め，5（　1 價 α ，β1，SO 〜64倍の 間に 分

布し 1 〜 8倍が大多數避占め る．臍帯血中α ，βの 存否

と母児間血液塑 との 関係を一
括 レ て 示す と第13表 の 如 く

な る。即 ち臍帯血 清 ri1に証明出来 る α ，β は総べ て母体

に 存 す る もの の み で，証明率 は第 13表 の 如 くな る．白川

35 ｝，塩津
鋤

等の い う如く見 に 不 適合 な 1 價抗体の 証 明 し

得 た例 は な か っ た ．

　 第 3 節　臍帯血 中に 於 け る母体血球 の 強索

　 第 1 項 緒　言

　 上 ロ己の 実驗 に よ り若 し妊娠中夊 は 分娩時に 母体1旋t球 が

胎兒へ 移行す る事 が あ っ て も，該血 球は 兒血清 に よ り凝

集 さ れ る事な く兒 血球と混合状態 で兒 の 流血 巾に生 存す

る と考えら れ る，從 っ て Ashby が 輸血 血球 の 寿命測定

に 用 い た 直接 分別凝集反應 を應用す れ ば ， 母俸血球 を 分

離可能 と考 え られ る．

　第 2 項 　予備実驗

　A 型 血 球 表 び B 型 血 球 の 各 5 ％生 理 的食堪 水浮游液 を

作 り， 之 を 試驗管内で第14表の 如 く，そ の 混合比 が
1110

，

1
！5。，111。o，1120

。，1
〆500 ，　

i110Da
の 如 く混合 し，そ の 各kO ．2　 ec

に 抗血 清 0。2cc 宛 を加え ，
ユ

，
000r．p．m ．，1分間遠沈後

に凝集血 球 の 有無 を檢す る ．亅血球 の 非凝集性 に よ り多 少

の 変 動は あ るご 肉眼的 に は混合率
111

。。迄 ， 顯微鏡的に は

1 ！500 迄檢出可能で あ る こ とが 判 っ た ．即 ち此の 方法で臍

帯血 に 母 体血 が
1
ノ脚 混 入 す れ ば発見出来 る 計算に な る．

　第 3 項　本実驗

　分娩時，母 体 面 の汚裏 を避 け て 臍帯血 を採取 し，之 を

2 〜 3 冏生 食 で 洗い 5％血 球浮游液 を作 り， 第 2 項 の 如

く夫 k 母体血球 に 対應す る標準抗血清 を加 え て ， 直接分

別凝集反應法を 試 み た ．そ の 結果は 第 15表の 如 くム ー＞ 0

（36例） 中 2例，B → A （8 例）中 1例計84例中 3例 の

臍 帯 血 中 に 凝 集 血 球塊 の 存在 屯認 め ， そ の 大 い tt （約8
〜工0コ の 血 球凝工に鬼 が散在） は何 れ も

11200
混合率程度の

N 工工
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第 13表　母 児血 液 型 と 糖 帯

　 　 血 中 LA ．

賍液型伊5．騰菁．拓看至価 、嘛　　　　　　　　　．r一．
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．3 瓶〔
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第14表 　試 験 管 内 実 験例 第15表 臍 帯血 中酬 憾 の

　　検索

．一曲
r 「融

一
診
．

轟 ，B蠡 厳 求抗A血漬講 ロ側 欟 ．　一
1 、　 毋 o．2‘3 ＋ 口．2‘c　 （廿 1  

1　　 50 一
ト 0．2〃亠02 ・・　 （「

一
｝ （卅 ） 1｛‘

　 御 ‡禦 2” （エ ） 什 〕1i
　 　 200一÷o、2叶 o，2 ・　 ‘一一） 、（細

旨 1　 560 σ，2〃＋ o．2’・　 （
一

）　 ‘十 ）

　　 1　 柳 oL−．一． σ，z 〃 ＋ o．2 ・　 （一｝　 〔±・）

もの で あ っ た ．

　第 4 項　小　括

　母兒 が血 液型を異 に す る84例中 3例 の 臍帯血で ， 母血

球 に 対應す る標準抗血 清使用 に よ り直接分別凝集反應陽

性成績 を示 した ．本実驗は 常に新鮮な臍帯血 球 5 ％生食

浮游液 を用 い ， 室温（20℃ 内外）で反應 ざせ た こ と，叉 顆

微鏡的 に もそ の 籍に結合 した 赤褐色 の 凝集塊は 明 らか に

型特異的 な反應で，錢包 み 形成
・寒冷凝集反應 ・洲血球

凝集反應等は 除外出来 る．即 ち稀で ぽ あ る が 母エ血球 は 胎

盤 を通過 して胎兒へ 移行す る場 合 が あ リァそ の 量 は凝集

血 球塊 の 大 き さ か ら約 0。5 〜100程度 と考 え られ る．

　第 5 章　間接分別凝集反応と抗 Hb 血清の 沈

　　降反恋組合せ による母体血中の 児血球検索

　 第 1 節　緒　言

　Creger51｝ は Ashby の 間接 分 別凝集法 に よ り 分娩前

後の 母体血 中の 非凝集血 球を 分離 し， そ の 數 の 増減に よ

り 兒 血 球 の 母 体 へ の 移行 を証明した が ， 著者の 追試で は

推計学的 に 有意 の 差が得られ な か っ た t そ こ で非凝集血

球數の増減 を 論ず る よ りは 寧 ろ そ の 中に 兒血球が 含有 ざ

れ る か 否 か を 同定す る必要 が あ る． 生 下時 の HbF 含有

量は Chernoff及 び Singeri4） は 55〜8S％，疆武15）は53

〜田 ％ と述 べ ， 生後 6〜12ヵ 月間 に 次第 に HbA と父

代 し，15ヵ 月以後の 幼兇では 5％ 以 下 と な り，正 常成人で

は 1％ 以 内で あ る とい う．他方現在迄 に明らか とな っ た

HbA と： HbF との 諸性質の 差異 は Leeks （1950）
4s ），Ch −

ernoff （1955）
47 〕

に依 れ ば，  アル カ リ抵抗性   免疫血 清

学 的 特 性 （抗原性 ）   濾紙電気泳動性   等電点   酸素 ・

炭酸 ガ ス 解離曲線  Met −Hb 形成   ア ミ ノ 酸溝成   結

晶構造等で あ る ，

　 著者は母体血 と臍帯血 との HbF 含 有量 の 差異 と ， 免

疫血 清学的差異 を 利用 して 次 の 如 き実驗 を 行 っ た ．

野

π

碗 。

搬
癇蟐

0
［

B 亜 AO

計 ．壁L3
　第 2 節　抗HbF 血 清の 作製

　芝
aB ）

に よれ ば ア ル カ V変性法 で 分離した 純 HbF 溶液

を用い る 代りに ， 工0％臍帯 血 Hb 溶液 （HbF と HbA

との 混合溶液） を 抗原 と し て川 い て も吸收操作を厳に す

れ ば 同 様 の 成績 が得られ る とい うの で次 の 如く行 っ た ，

　 1） 10％臍帯亅血 Hb 溶液の 作成 ：胎 生 丁 カ 月 に て 早産

兒 の 臍帯血 を 5〜 6囘生 食で洗 い ， 沈澱血 ss　 1容 に蒸溜

水 8 容 を加 え て完全溶血 させ ，之 に 8．5％食塩水 1容を

加 え て 等張 とな し ， 遠 沈 後上 清 に トル オ
ー

ル （
エ

！4 容） を

加 え，振盪 ・氷室 に 24時閲靜置後 Hb 層 を 分離 攝 取 して

免疫用抗原及 び反應用抗原 と し た ．

　 2 ）免疫操作 ： 家兎 に 6ce 宛，2 日 間隔で 5 〜 7日注

射（筋注
。皮下 注

。腹腔注 ・靜注）し，試 驗 採 血 で抗体産

生 を確認後全採血 して 血清 を分離 し，そ の 1 容 に 10％ A

B 型 成入 Hb 溶 液
1
！lo容 を 混 じ ， 37℃ 1時間 ， 氷室24時

間靜置 して抗 HbA 亅血清 を吸收 す る （吸 牧不 充分の 甃寺は

操作を反復す る）．か くして得 られ る純 HbF 抗．血清 に

i
！i。容 の 1 ％ NaN3 を加 え て 氷室 に保存す る．

　 3）抗 HbF 抗体 の 産生 ：第 16表 に 示 す如 く，免疫家

兎 5例 の 全例 に Hb 　F及び HbA に対す る抵抗産生 をみ

た ．例 え ばNo ．2 で は，抗 HbF の 沈 降素價 （以下沈

價 と略） 50，000，沈 降素量 （以 下沈 量 と 略 ）10 で ， 抗

HbA の 沈價ユ，OOO，沈量 2 で あ っ た が ，
　 HbA 溶液で吸牧

篌eは 抗 ］…｛bF 血 清 の み沈1費20，000，　沈量 5　と残 り，　抗

HbA 血 清 は消 失 レた。こ の 様 に 吸 收操作 に よ り特異性 の

第16表　抗 HbF 抗 体 の 産 生
一．一

凡 、紀　 卜．IO、1N ．，2　　　 1丶
lo 、3　　　酌

la．4　　　 No・∫
1 ・ 筋 〜三≦〔ひ 6 院下汢鱈 垢 腹腔海 晒 静注枕 遅 静注1礎 5

誕 1鼠篤 前 　 後 前 復 　 前 後 　前 「篠 広 　 後

HbF 瓠叨 甜脚 9
　 20　 　 5

泗 岬

　 To

溜 雌 脚 コ9
　 5　 　 η

5卿 1蜘 田 ．鳩 1

岬 o衂
　 7　　 210 　　 5E 　 2

純 1≒bA　　　．
5ω り 10σ
　 5　　 」

加 σ
　 2oo1

θ口o
　 ど

耐 騨 0　 5衂 　 σ I

o 、　 1　 01 　　 　 し
1
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第17表　使用 した 抗 HbF 　IIiL漕 の 沈 降 累価 ， 沈 降素 量

灘 毒
　　　判 定 ： ASCQ二五氏 輪 環 試 験

柵　15分 以 内 に 反 応 ［揚 性 　「
一］20分 以 内 に 反 応 陽 性

惜 　30分 　　　
rl
　　　 ± 120分 で 判 定 困難

昔　60分　　　
tt
　　　　− 120 分 で 反 応 陰 性

高 い 抗 HbF 　lin清 が 得 られ る．

　 4）　木実驗 に使用 した 抗 HbF 」血清の沈價 ・
沈量

　 第 17表 の 如 く臍帯」iLL　Hb に 対 して は ， 重層法 に よ る

Ascoli 氏輪環試験 に よ り 沈價20．000倍 ． ≧兜量 5倍 ま で

陽性反應 を 示 し た が，之に 反 して 成入 Hb に対 して は 沈

價IGO 倍 ， 沈 量 1倍 と弱 い 反鷹t 示 す ．こ れ は成人血 球

に も し ば しば 0．5 配 工．0％ の IlbF が 含有 さ れ る事か ら

当然の 反鷹iと考 え られ る ri從 っ て 下 記の 如 く して 分 離 し

．　／一血 球 よ りの Hb 溶液作製に は約 1，000倍溶液 とせ ね ば

な らな い 事が判 っ た 。

　第 3 節　基礎実驗

　第 1 項 非凝集兒血球を 分離す る場合

　 1：） A 型 母 r血球及 び 0 型児血球を夫々 生食で洗 い 50％

血球浮海浅 を 作 り，第 18喪の 如 くそ の混合率 が 10％，1
％ ， O．1 ％，　 O．06％，　 G．01％ とな る如 く調整す る．2 ）

そ の 各 5ccに 抗 A 血清 （力價：56 ） IGcc，生食10ccを加

え，時・々振 っ て 2 時聞 ・diln放 置後返沈 （1，
000r．p．m ．

，

1 分聞），軽 く振 っ て 非凝集血球の浮．f，した 上 馮 上 分離

  。他方沈澱 した 凝集塊を生 食で洗 い 濾過 して 上 清 を 分

離  ．  と  と を混 じ て ， 約
1
！4量 の 抗 AllL清 を加 え， 再

び遠沈．強 く振 コ て そ の 上清を再び濾過すれば少量 の 非

凝集血 球 が 分 離 され る．3） そ れ よ り約1，
000倍Hb 溶液

（光電比色計で F 且1ter　535　m μ使用時の 読 み は 75前後）

を作製し， 4） 抗 HbF 血 清 との 沈降反懸 の 有無 を 僉 し

た ．混合率o．05％ 即 ち 母体 血 1に
11

、。、、、量 の 兒 血球が 混入 す

る 時 はi湯性反應 を示す．今，母体金血量を約4，000ccと
す る と，約 2CCの 胎兒 1血液が 肋繋 を通過 し た 時は 娩 出し

得 る計算 とな る。　 対照 と して 臍 帯血 Hb ，母俸血 Hb ，

第 18表 　非 凝 集 児 面廴球 を 分

　 離 す る 塲 合

第19表 　　凝 集 児 工自L球 を 分

　 ［Ji す る場 合

％D

型
型

A
儒り

酎
児「

塞
AL

蒲才肩軸

腰粥 ）B 」t 照
　 　 　 1％ 心．f％ o．．v5繆IOolth
　 　 　 　 　 　 　 　 　 臍粧　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 畆 血　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 謄 轟

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 傭 肖　 　 ．」庭集皿 1  〕分 官建　　　Hb　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Hl｝
　 　 r7，， 尋

H　 a」の〃et　 lkl・O　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　oりe　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 wooc

、駿ll佃 卅 冊
州

一
卅

一 一

母 口」1

児A 型

一
　 45匸〔

11
臥5　 ．．5・

4．5匚‘．25
ひ5ヱ’2 刈　　照一

i擁 　 i％ 囗．％ 祕 疹

押 r 皿
L

抗 べ　 ’・
凝 集児血球の分 鶴

締
H』 噂朧

キω H　　 円作 ．11：lo卯 1：1衂 「’砌 σ

坑断 如．；よう「P　 及

丗 卜　 卅 　　十 ト　
ー

卅
＿ 一

臍帯 血 清 の 夫 女 1，000倍碕 液主作り，之等との 沈降反瓲t

を 檢 した が ， 臍帯血 Ilb 溶液 の み陽性 で あ っ た．

　 第 2 項 凝年ア 血球 を 分 離す る場 合

　 ／｛．19爽の 様 に 0型 母血 球 とA 型兒血 球 を夫・姐 0％，1

％，〔｝。1．％．O．05％（ひ如 く；彊 津 し， そ の各 5ccに抗A ［缸

清 を 加 え て，第 1項 と略 くi司様の 欒作 に 謌 〕凝集血 懇 の

分離ヒ 試み，沈降反慰 強 した 所，陽性反應 を示 した の

は混合率0．ユ ％迄で a5 っ た ．

　 第 茜項　小　括

　非疑集児血球分離 己）場合 は 混合 率 0．．05％ 迄，凝 集 皃 血

球分離 の 場合は O．1％迄兜降反應 に よ り儉出可能で あ る，

混合 耳 つ更 に 稀穐 L れ る 時 は，圧 倒的 に多 い 凝集血 球塊
の 1｛9 に，本来は 凝集 しな い   の 血 球 が と り込 ま れ ， 畝 濠

圧 WJ的 に 多 い 非凝 削 L球 の I　S’c ，本 来 は 凝 集 す べ き血 球

ル 交應 宣 妨 げ られ る結果分離不可能と な る の で あ i5う．

　 舜∫4 節　臨 床 突歔

　 弟 1 項 　研 究材料並 び に方法

　 当教室 に入 院分 娩 した 51例 ヒ っ い て 檢 査 した 。分 娩後

24k 間以内に 母体駆脈i血 5co 及 び 胎盤 後血 5cc を 托 血

し， そ の 各攻 に っ き前飾 と同 様 に血 球 を 分離 し， そ の

1，000倍稀釋 Hb 溶液 と 抗 HbF 血 清 との 沈降反應 を 行

っ た ．ABO 式血 液型 を 同 じ く丁 る 昜合 は 抗 M31 は 抗 X
血 浩を用 い た ．叉 34初 に 於 い て は 同 時 に1齊帯血 5ccよ り

直 接 分 別凝 集反 糖 で 助 丘L球 の 分 離 を 試
馳
も こ れ と抗｝lbb

’

i〔ti．清 との 沈降反慝を儉 した ．

　第 2項　実驗成績

　如 20表 の 如 く，母 兜適合40例 （No．1〜No．40 ）中 ，

母体槲 派血 よ り非凝集伯 球 を 分離 した もの で は 4 例 （No ．
6 ，13，23，28），胎盤後血殪 よ り分離 した もの では3工

例中 6 例 （No，6 ， 13，　 IS， 26 ， 28，84） に 於 い て 沈降

反 11薑陽性 で あ ：⊃ た． こ の it；　NQ．23，　 No ．28　 C） 2 例 で 1よ
分娩前採取 した血 液で は 反應陰性 で，こ れ よ り胎兒血 球

　li分 娩 1寺に 移 行 した と 考え ら れ る．通過赤 血球 量 は
一

般

に は少量で 2 〜4CC と概算 され る。対照 と して 母体血 球

を七 の ま ン 1，000儕稀釋 Hb ｝乍 夜 と し て 沈降反 應 t 行 っ

た が 全例陰 陸であ つ た ．次 に母兇不適合12例 （NQ ．・且
〜59 ；No ．52は胎見 赤芽球症〕 で は 全例陰性で あ つ た 。

ズ 臍帯血 よ り母 血 球 の 分離を試 み た 34洌中 8例（No ．8 ，
a1， 49） に 凝集血 球 を 分 離 し得，こ れ と抗 HbF と の 沈

降反涯 を 瞼 した所 1 例 （No，21）ヒよ 〔卅），2 例 （No ，8s

49）　は （
一
） で あ っ た，

　　　　　　　 第 6 章 考 　　按

　 （1） Fe59 は 生 体内 で 赤 血 球 生 成 過 程 に Hb 鉄 と し

（血 球 に 入 る爲 にそ の 結合は 安定で 離脱 レな い ．Fe59 標

識赤血 球
“

利用 して 本聞題 を・蛾討した もの に は Naeslu−

11d，　Menger し
14），田 pt1‘”）

等 の 報告 が あ り，何 れ も 赤血 球

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　 xffva 不能 の 場 合

の 」

・
1 盤逓過 浄 忍め て い る．著者 も家兎胎盤通過実驗に 於

い て 高率 に 胎仔赤血 球 に 放 射能 を 檢出 し 智た が，基礎実

孅で示 した 如 く Hb 　Feig の 他血球 へ の 再利用 が 意外 に

速 か な 事，家兎血 球 の 寿命終結（約55日）に よ り・
24時間

で輸血 血 球 の
・1、、は 不 可避的 、諮 血 を 起す事，更に古畑

5°’

に よ れ、い兎 に も H ，
・H2 式 ，　G ・g 式，

K
，
・H ， 式響複 雑 な血

液 型 り存す る事等 か ら，胎仔血 球 の 示す放射能を母体放

射性血球そ の も の の 胎仔 へ の 移行 と十淀 す る の は 早計で

あ ろ う．殊 に 田 中
49 ）

の 報告で は 胎仔灰 （1匹 分）の 放 射能

ガ 母 体改射性 血 球 1CC と同程度の カ ウ ン ト數を 示 す易合

が屡々 み られ ， 胎仔隊重 は 30〜40gで あ る か ら 胎仔全血量

を約 2CCと概算すれ ば ，
24時間で 1CC （全仔血 の 半量 ）

の 醇俸血 が移庁 した 事 に な りそ の 様に 大量の 血 球通過は

考え蝋 い 。尚 ， 著者は ラ ジ オ オー 1・グ ラ 7 法 （StriPPing

method ）で丹 俸血 球 と同 等 の 活性 を 有 す る 胎仔血球 を

証明 巳ん と し た が 失敗 に終 つ た．そ れ は 生体内で は こ の

目的 に 充分な 強 い 活 性 を 有す る放射性 血 球 か 作 り得 な か

っ た か らで あ る，

　（2）Na 、Cr5104は 試瞼管内で容 易に 標識赤di1球 を作製

し還血 し得 る点 ， 離脱再利用 が 殆 ん どな い 点で木研究 に

極 め て好都合と考え られ る．家兎胎盤通過充驗では全例

に通過を 認 め得 な か っ た が，極 く微重 の 通適 1列で は 檢出

し得な い歎きが あ る．然 し Well −type　ScintMation 　Cou−

nter を使用 す れ ぱ 更に 黴量儉齷 ・可能 とな る であ ろ う・

人胎盤で は 20例中 1例 に 標
二
哉赤 球 の 通過 を認め た が，以

後妊婦へ の 使用禁止 と な り中止 した ，以 上 の 実驗はFe59

とCr51 の 生体内に 於 げ る 意 義，從 っ て 代謝過程 の 相 逆 ち

示す もの で あ り， 更 に再利用 の な
1

・ とい わ れ る CM一グ リ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L
シ ン 法 ， N15・グ リシ ン 法 等 L 、c る儉 討は 興 味深 い ．

　 （3）直接錫 擬 集反鳳 こ よ る蹄 血 の 中母体血 球 の 檢

索で84例中 3例 に凝夷血 煉塊を証明 しに ．こ れ と直接 分

男晦 集法 ・抗 HbF 血 清 一よる沈降厂 嶄 凧 こ よ る 1鰾

で 融 例中 2例 に 通過 を証明 した争亀 照合
3

る と， 118例

中 5倒の 擠 駐血 に 母血球 の 移行 と 証明 し符 ，辷事 とな る．

　 （4）間接凝集反悪に よ り分 離 し た 非凝集血球 を抗HbF

血 清に よ る 此 降 反 應 で同定 し，母兒適合 の 母体靜脈血 40

例 Tl　 4 例 ， 胎盤 後血 31例 中 6 例 に陽性反楓 を示 し た．こ

れ は 同様 な 方法に よ る細 井
52 〕O ．tX 績 よ り遙 か に低率で あ

り， 丈母兒不 適合12例 で は す べ て 陰性で あ っ た ．Cutb ・

ush53
〕
は C♂ 1

標識血 球 lc じを ABO 不適合輸血 し iL 所 ，

3 分以内に流血 中 よ り消失 した と報告 して い る事 か ら考

え て も，母体 に不 適合な 兒血球 は 若 し胎盤 を 通過す る事

があっ て も， 直 ちに 凝集或 は溶 血 に よ り母体血 行 よ り消

失す る で あ ろ う．然 し か 丶 る際 に Erythrophagocytose

の 有無 に よ り証明レ得る 可能性 が め る．

　 近年 Wiener を 最 初 と し て Chown ，　Wickster ，　Cole・

batch， 0 ℃ onnor
’
i4｝，　Borumse，　Goodal15s） ，　Gunson56 ）

，

Schiller5T），
Dunsfordss〕

等 に よ り，主 と して 分娩時に 胎

見 が 胎盤を経て 母体側 に 出血 し た 爲に 強度 の 貧エ血に 陥 っ

た 症例報告 が相 次 い で発表 され ，こ れ ご fet・−maternal

transfusi ・n 　N は transplacental　bleeding と呼び・か 》

る機序に よ っ て も新生 兒 が重症 貧血 に陥る と い う新 疋 な
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1002− 200 赤 血 球 の 胎鮮通 遇 1生に 調 ）

’
る 研 究 日 産 婦 言念1　ゴ菁｝7 一雪．

概念が 提 示 さ れ ， 本問題は か ＼ る 觀点 か ら も重要な 忘義
を 有す るに 至 っ た ．

　 左i［1L球胎盤 L蛍過の 機序 1一関 して は Bickenbach59 〕

，　Kl−

eine 日o）
等は 組織学的所見 か ら或 る 時は 破綻性 に ， 求 る 時

は 漏出怜 こ通過ナ る とい う．殊 に 胎 盤 劇 離時に 生 ず る 裂

傷 よ り兇 血 液 が 胎盤 後血 に 流入 し，更 に 母体響 脈へ 吸 引

され OtiJ 育
F
：性 は 大で，こ ．）事は 分 娩後 7〜1  日 して 母俸 血

清中ヨL体仮の ⊥ 昇が 屡 々 み られ る 事 か ら も首肯 さ れ る．

　　　　　　　 第 7 章 結 　 論

　 （1） Fe59標 誦 洫 球 に よ り家瑚 台盤 の 肉 血球通 迫 』

を檢討 し，「暖骨 妊娠1σ阿中 6例 ， 実驗的高エ血圧症 5例中 3

例．甲剔 ・コ レ ス テ リ ン給斷併用 6 例中 4例 の 胎仔 赤 血

球 に 放射能 を複 め た。然 し 1−lb・Fe「J9の 再利用 の 以外に

急速 声事か ら， 上記 之績 上以 て 直 ち に母体放射性 血 球 の

通過 と1，；L判定 し難 く，寧ろ溶拍ドこ よ り離脱 した Fe59 の

胎仔」血に よ る再利用 と考 え ら沈 る．

　 （2） Cr51は 離脱 。再利用の 殆ん ど な い 点で Fe59 よ

り1憂れ て い る。Cr51標識赤血 球 に よ る 家兎胎盤血球通

過実驗で は 正常妊臆 o例，甲剔 t・　＝ 1 レ ス シ引 ン 食併用 8

例全例 に 通過 赴 認め な か っ た ．人胎盤 で は20例中 1例に

母 よ り兒 へ の 「亀球通過を認め，」 、

　 C3）直接分別楓集反應及 び そ れ と抗 HbF 頚廴清 との 沈

陣反應 に 」
．
り臍帯血 巾母体 1血球の有無を 憾索 しi こ 118 例

巾 5例に於 い て あ性反貯 こ 得 ， 母体血 の 胎兒 へ の移行 を

証 「焉し iL ．

　 （4）間接分別凝集反應 ， 抗 HbF 血 清沈降反鷹併用 に

よ り， 分娩直後の 母体靜脈1血40例中 4例 ， 胎盤愛血 31例
中 6例 に 陽性反

窃F さ示 し， 之 は 兒血 球 の 母体へ の移行 に

よ る もの と考 え られ る．
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